
● 試験目的

例）・ 異物がカビなのか知りたい。
・ 製品に生えたカビの種類を調べて欲しい。

● カビを発見するまでの経緯

例） ○○年○月に海外で製造し、船で輸入した。
○か月間、自社の倉庫に保管していた。
納品前に検品したところ、カビのような汚れを発見した。

● 発生した製品の詳細

製品の名称、用途、材質など 例）・ ナイロン製のバッグ
・ 杉材で作った家具

● サンプル(製品)の大きさ・形状

大きな物品は、そのままではお預かりできないため、
切り取っていただき、一部のみを試験に用います。

● その他、質問や伝達事項等

カビの分離・同定試験

試験のご相談は、メールフォームもしくは電話などで受け付けております。
メールフォームでは、下記項目について可能な範囲で具体的にご記入ください。

お問い合わせ先
(地独)東京都立産業技術研究センター 相談支援係 総合支援窓口

電話番号：03-5530-2140

メールフォーム：こちらのページの「技術相談受付フォームはこちら」より

製品に発生したカビの種類を調べることができます。

カビの発生原因・対策についてもご相談ください。
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